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　５月 26 日、地域の自然環境を保護し、美しい郷
土づくりを目的に、佐呂間高校の生徒 34 名、先生
３名がキムアネップキャンプ場及び湖畔沿いのゴミ
拾いを実施しました。
　中には、漂着した浮き玉や網などもあり生徒や先
生たちの頑張りのおかげできれいなキャンプ場、サ
ロマ湖畔となりました。大変ありがとうございました。

　６月 13 日、佐呂間悠友クラブ会員約 30 名が参加
し、キムアネップキャンプ場及び周辺のゴミ拾いを
実施しました。悠友クラブの皆様のおかげで、キャ
ンプ場や周辺の景観が保たれ、これから観光シーズ
ンを迎え、キャンプ場を利用する方や観光客の皆様
が気持ちよく佐呂間町を楽しむことができます。
　大変ありがとうございました。
　

　５月 31 日、浜佐呂間地域の有志の方々
が参加し、浜佐呂間市街地の植樹帯と浜佐
呂間活性化センター正面玄関前の花壇の花
植えが実施されました。
　また、６月13日には、はまなす老人クラ
ブの会員の方々が浜佐呂間活性化センター
の庭及び周辺のゴミ拾いを実施しました。
　皆様のおかげで、浜佐呂間市街地区の景
観が良くなり、訪れる方々から喜ばれてお
ります。大変ありがとうございました。

佐呂間町環境美化ボランティア
ありがとうございました！
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　㈱ニトリの北海道応援基金の助成を受け、佐呂間町植
樹祭が６月７日に開催されました。
　昨年度に引き続き旧富丘牧野が会場となり、〝ミズナ
ラ〟千本、〝エゾヤマザクラ〟百本の他、〝ニトリザクラ〟
５本が植樹され、関係者やボランティア 93 名が参加し
ました。植樹後は、漁協婦人部によるホタテ稚貝の味噌
汁が参加者に提供されました。
　翌日の６月８日には佐呂間漁協による植樹祭も行わ
れ、組合所有の山林に〝ミズナラ〟など千本が組合員ら
によって植樹されました。

佐呂間町環境美化ボランティア
ありがとうございました！

　５月 28 日、佐呂間町商工会と佐呂間自治会のボ
ランティアの方々が、道道留辺蘂浜佐呂間線（佐呂
間市街地区間）の植樹帯の花植えを実施しました。
　この活動は、佐呂間町商工会と佐呂間自治会ボラ
ンティアの方々が、来訪される方々へのおもてなし
の気持ちをこめて毎年実施しており、参加された皆
様のおかげで今年もサルビアやマリーゴールドのき
れいな赤や黄色に彩られた沿道となりました。大変
ありがとうございました。
　

　６月７日、網走開発建設部の協力を得て、栄自治
会ボランティアの方々と高橋土建㈱など約 40 名が
参加し、国道 333 号線（栄地区）の植樹帯の花植え、
周辺のゴミ拾いが実施されました。
　この活動は毎年実施され、サルビアやマリーゴー
ルドのきれいな赤や黄色に彩られた沿道で、通過さ
れる方々を温かく出迎えています。
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　６月 12 日、旧栄小学校グラウンドで〝わいわい栄
春まつり〟が開催されました。
　このイベントは、「栄小学校が廃校しても地区住民
の集まる場、運動会に代わる何かをしよう！」と地元
有志によって企画され、メインイベントは、特設コー
スで行なわれる〝ポニーばんば〟と〝人間ばんば〟。
　ポニーばんばでは町内外合わせて 15 頭が出走し、
砂煙を上げてそりを引く姿に会場からは声援が上がっ
ていました。人間ばんばでは子供・女性・男性の部、
合わせて12チームが参加。女性の部では仮装するチー
ムもあり会場を大いに盛り上げました。

　平成 28 年４月 29 日付で、前佐呂間消防団長
五十嵐正一氏が瑞宝双光章を受章されました。
　五十嵐氏は、44 年余りの長きにわたり消防業務
に貢献され、特に平成 18 年 11 月に若佐地区で発
生した国内最大級の竜巻災害のときは、自ら先頭に
立って現場を指揮し、消防署員らと共に救助活動を
行ない、２次災害の防止、人的被害を最小限に食い
止めるなど、その手腕を発揮されました。
　叙勲は、平成 28 年６月９日、佐呂間町役場にお
いて川根佐呂間町長より伝達されました。

　６月 11 日、第 38 回
佐呂間町家畜共進会がホ
クレン北見地区総合家畜
市場で開催されました。
　理想の牛にどれだけ近
づいているかを競う共進
会。町内から 40 頭の乳
牛が出陳されました。　
　ジュニアの部では未来
の酪農家たちが、自分よ
り大きい牛をたくましく
引く姿も見られました。
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